
位置情報と AI がもたらす教育と研究の未来
 ～産官学でつくる、新しい学びのかたち～

　位置情報データのサービス提供やビジネス活用においては、さまざまな教育・研究課題が山積しています。本シンポジウム
では位置情報業界における教育や研究の取組をより推進するべく、産官学でこの解決に必要な策について考えます。

横浜市立大学シンポジウム

日程 金2026 12 11
13:30～17:00（受付開始13:00) 

会場 横浜情報文化センター６F
情文ホール

参加費 無料 （要事前登録）

定員 名200

横浜市立大学 一般社団法人 LBMA Japan
株式会社ゼンリンデータコム主催 共催

横浜市立大学　社会連携センター　Tel：045-681-7560　E-mail：recurrent@yokohama-cu.ac.jp問い合わせ先

お申し込みは
こちら

プログラム
　開会ごあいさつ　　　　　　　　　　　　　 横浜市立大学 学長　　　　　　　　　　　　　　　石川　義弘
　大学とリスキリング教育について（仮）　　　　文部科学省 総合教育政策局 生涯学習推進課 リ・スキリング推進室長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　   片見 悟史 様
　位置情報と教育について（仮）　　　　　　　 国土交通省 （調整中）　　

　　　講演セッション　
　
　AI×位置情報研究の動向　　　　　　　 横浜市立大学データサイエンス研究科　教授　戸田浩之、准教授 落合桂一
　今、位置情報の研究・教育に必要なこと　　　　　　　　　横浜市立大学データサイエンス研究科　准教授 尾﨑順一
　位置情報データ活用人材育成プログラムの取組について　　  横浜市立大学都市社会文化研究科　准教授 有馬貴之
　位置情報データビジネスにおける人材育成の課題             株式会社ゼンリンデータコム プロダクト第三事業部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   副部長 横内詳平　
　LBMA Japanが取り組む産官学連携　 　　　　　　　　　　　　一般社団法人LBMA Japan 代表理事 川島邦之
　企業からの講演
　大学からの講演   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  筑波大学 システム情報系　助教 志田 洋平

　　　パネルディスカッション 「Location Intelligence×教育と研究（産官学連携）の未来」
　閉会ごあいさつ　　　　　　　　　　　　　 横浜市立大学 副学長　プログラム責任者　  　　　　　　橘　勝

第 1部

第 2部



お問い合わせ
社会連携センター
〒220-8107 
横浜市西区みなとみらい２-２-１ 横浜ランドマークタワー７階
横浜市立大学みなとみらいサテライトキャンパス
TEL 045-681-7560
E-mail recurrent@yokohama-cu.ac.jp

会場へのアクセス
横浜情報文化
センター

＜会場＞　横浜情報文化センター６F　情文ホール
みなとみらい線「日本大通り駅」3番情文センター口 直結
JR「関内駅」南口 徒歩10分
横浜市営地下鉄「関内駅」1番出口 徒歩10分

登壇者プロフィール

一般社団法人 LBMA Japan

代表理事 川島 邦之
位置情報データの安心・安全な利活
用と業界ガイドライン策定を進め、国
内の位置情報ビジネス拡大に取り組
んでいる。

株式会社ゼンリンデータコム
プロダクト事業本部 プロダクト第三事業部

副部長 横内 詳平
戦 略 系コンサル ティング 企 業を経
て、ゼンリンデータコムへ入社。15年
以上位置情報分野に携わり、業界を
問わず位置情報ビッグデータの導入
を支援、累計400社を超える企業を
担当。

筑波大学 システム情報系

助教 志田 洋平
GPSデータやカメラ映像データを活
用して社会現象を数理・物理的に解
明し、人流の基盤的理解と社会的課
題への応用をめざしている。

横浜市立大学 都市社会文化研究科
プログラムディレクター

准教授 有馬 貴之
観光地理学、観光経営学、観光地発
達史、空間分析（GIS）を専門とし、イ
ンバウンド観光・オーバーツーリズ
ム、観光関連商品の企画・開発等に
携わっている。

横浜市立大学 データサイエンス研究科

准教授 尾﨑 順一
社会・経済物理学、計算社会科学を
専門とし、人流や企業活動などの大
規模社会データを分析。社会現象の
仕組みや、背後の普遍的な法則を解
明する研究に取り組んでいる。

横浜市立大学 データサイエンス研究科

准教授 落合 桂一
人の意思決定支援や社会課題解決のた
めに、人の行動や社会活動のセンシング
とAI・データサイエンスの手法を組み合
わせ、人の行動や社会のモデル化、予測
を行う社会行動データサイエンスを研究
している。

横浜市立大学 デーサイエンス研究科

教授 戸田 浩之
AI・データサイエンスを軸に、心理学、社
会学等の知見を融合し、位置情報を含む
人の行動データを扱う行動データサイエ
ンスの研究に従事。

企業登壇者については、現在調整中です。


